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「コンピュサーブなどのパソコン通信が日本的なら、インター
ネットはまさにアメリカ的なネットワークだから、アメリカでこ
れほど普及したんだよ」と言ってくれたのは、インターネット・
プロバイダーの１つ、ハワイ・オンライン社長のラリー・クロス
博士。どういう意味かと言えば、日本は政府が大きな力を持っ
ていて、何でもコントロールする国。国民もそれにあまり疑問を
持たず、すべてが同じであることが民主主義だと考えられていま
す。コンピュサーブなどのパソコン通信も、集中管理する人が
いて、みんなが同じ条件で参加し、場合によっては発言も監視
されています。これに対し、アメリカは、自分のことは自分で責
任をとり、自分で守る。その代わり、迷惑をかけない範囲で何
をしても自由、というのが民主主義。中央政府の力も日本に比
べると弱く、州によって法律も違う（たとえば、消費税は0％
の州もあれば10％近い州もある。売春がOKの州もあればだめ
な州もある）という国ですから、インターネットのように、全体
を集中管理する人が存在せず、ネットワークごとに何をしても
自由というインターネットは、まさにアメリカ的。インターネッ
トが普及した理由はもちろんこれだけでなく、便利さや情報量
の多さなどほかにもいろいろありますが、国民性という面でも受
け入れられやすかったのではないかという説明です。

●

そのインターネットは現在、米国においても、日本同様、ま
すます多くの人に注目されるようになりました。私が住んでいる
ここハワイでも、最近はインターネットのプロバイダーが乱立状
態です。料金は、電子メールだけの会員が月8ドル、フルサー
ビスの会員なら月20～25ドル（時間制限は40時間でその後は
1時間2ドル程度。ほかに入会金が50ドル程度）といったとこ
ろが相場のようです。面白いサービスとしては、出張者や旅行
者向けの１か月限定ID発行サービス。これは、入会金不要で、

20～30ドル程度払えば、１か月有効なIDが発行され、無制限
にアクセス可能。しかし、１か月後には消えてしまうというもの
です。これならば、出張中などに自分の本拠地まで遠距離電話
をしなくても、必要な情報にアクセスできるというわけです。
また、インターネットの教育もいろいろあります。プロバイダー
もクラスを持っていますが、そのほかにコミュニティーカレッジ
（カルチャーセンターのようなもの）でもインターネット関係の
授業は盛んに行われています。「初級」「中級」の授業は毎週開
講されているようで、それぞれ全2回で80ドル程度。ハワイ大
学では、WWWを使ったインターネットの授業もあります。
そもそも米国は日本よりコンピュータが普及していて、職場

では1人1台ずつコンピュータを持つことも多いようです。それ
らのコンピュータは単体ではなくネットワークにつながっていま
すので、当初は社内ネットワークだけの電子メールであったもの
が、知らない間にインターネットに接続され，知らない間にイン
ターネットを利用していたという人もいます。

●

前述のクロス博士、実は、昨年までは私の職場（教育関係）
の上司だったのですが、インターネットに目覚めて転職しまし
た。アメリカでは転職は珍しいことではありませんが、教育機関
からインターネットというのも、
この分野が成長産業であるこ
とを示していると思います。
最近は、インターネットだ

けでなく、産業全体もアメリ
カが優位のようです。日本人
も、根本的発想を変えるべき
時期にきたのかもしれません。
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